
価
格
が
少
し
割
高
で
消
費
期

限
も
短
い
。
本
年
度
の
災
害

備
蓄
品
の
購
入
に
粉
ミ
ル
ク

を
予
定
し
て
る
が
、
液
体
ミ

ル
ク
は
災
害
時
に
非
常
に
適

し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
計

画
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
い

て・
ラ
イ
ン
で
の
い
じ
め
相
談

に
つ
い
て

・
多
胎
児
の
産
後
ケ
ア
に
つ

い
て

て
い
る
。

　
荒
尾
市
や
大
津
町
で
は

自
治
体
独
自
で
家
賃
補
助
や

就
職
支
援
金
を
支
給
し
て
い

る
。
合
志
市
で
も
支
援
制
度

を
つ
く
っ
て
保
育
士
確
保
に

全
力
を
あ
げ
る
べ
き
だ
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
保

育
士
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
園
と
一
緒
に
研
究
し
た

い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
就
学
援
助
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て

と
協
議
を
行
な
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
施
設
の
解
体
設
計

業
務
委
託
を
実
施
し
、
来
年

度
以
降
に
水
処
理
施
設
等
の

解
体
撤
去
を
行
な
い
、
更
地

に
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

利
用
目
的
次
第
で
は
補
助
金

の
返
還
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
、
庁
内
関
係
各
課
と

慎
重
に
協
議
し
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
須
屋
南
部
地
区
の
現
状
認

識
に
つ
い
て

・
国
債
の
運
用
に
つ
い
て

ス
は
高
齢
者
の
利
用
割
合
が

高
く
、
免
許
保
有
率
が
低
い

現
状
で
、
免
許
返
納
者
だ
け

の
特
典
な
ら
ば
不
公
平
感
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
は

一
律
半
額
運
賃
に
す
る
な
ど
、

公
平
性
が
確
保
で
き
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
に
入
っ

て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
小
学
校
標
準
服
に
つ
い
て

・
緊
急
連
絡
先
に
つ
い
て

・
梅
雨
前
の
通
学
路
の
安
全

点
検
に
つ
い
て

・
合
志
市
防
災
訓
練
に
つ
い
て

の
予
算
の
中
で
循
環
し
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
も
う
少
し

積
極
的
に
稼
い
で
い
た
だ
き

た
い
。

　
無
配
当
で
役
員
報
酬
も

な
く
、
公
的
な
意
味
合
い
が

強
い
会
社
だ
。
主
な
事
業
に

雇
用
促
進
住
宅
の
管
理
と
空

き
家
対
策
が
あ
る
。
社
会
的

信
頼
が
あ
る
か
ら
、
銀
行
融

資
に
よ
り
、
旧
西
合
志
庁
舎

の
利
活
用
事
業
を
行
な
う
こ

と
に
な
っ
た
。

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
に
よ

り
成
果
が
出
て
い
る
と
捉
え

て
い
る
。
今
後
も
常
に
考
慮

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
Ａ
Ｉ
活
用
・
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
自

動
業
務
用
ソ
フ
ト
）
導
入
な

ど
事
務
効
率
化
に
つ
い
て
市

の
見
解
は
。

　
将
来
的
に
は
窓
口
業
務

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
や
Ｒ

Ｐ
Ａ
に
よ
る
単
純
業
務
な
ど

が
事
務
効
率
化
解
決
の
決
め

手
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
公
共
施
設
に
つ
い
て

案
の
推
移
を
伺
う
。

　
教
育
委
員
会
が
把
握
し

て
い
る
数
字
は

平
成
26
年
度
は
３
件

平
成
27
年
度
は
８
件

平
成
28
年
度
は
８
件

平
成
29
年
度
は
12
件

平
成
30
年
度
は
15
件
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
よ
う
な
事

件
は
対
応
が
難
し
い
が
、
関

係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
た

い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
中
島
新
教
育
長
に
伺
う

・
見
守
り
カ
メ
ラ
の
設
置
補

助
に
つ
い
て

・
地
域
と
学
校
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て

一般質問 ６月定例会では２日間にわたり、市の課題や市政運営のことについて市長および
執行部に対して８名の議員が質問しました。その一部をお知らせします。

　
合
生
地
区
圃
場
整
備
事

業
は
、
20
年
以
上
前
か
ら
取

り
組
み
が
始
ま
り
合
生
４
地

区
で
の
事
業
推
進
に
対
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
や
問
題
が

重
な
り
合
い
、
農
地
の
集
積

や
集
団
化
が
難
航
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
前
回
の
答
弁
で

は
地
権
者
の
同
意
率
１
０

０
％
を
目
標
に
推
進
員
と
協

議
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
。

　
事
業
を
始
め
る
前
の
段

階
で
の
同
意
取
得
で
、
推
進

員
会
が
地
権
者
の
同
意
率
そ

れ
か
ら
相
続
の
未
登
記
問
題

な
ど
話
し
合
い
、
事
業
規
模

合
生
地
区
圃
場
整
備
事

合
生
地
区
圃
場
整
備
事
業

に
つ
い
て

野
口

　正
一 

議
員

問答

　
５
月
28
日
、
神
奈
川
県

川
崎
市
で
、
小
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
狙
っ
た
無
差

別
殺
傷
事
件
が
発
生
し
た
。

児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境

が
、
近
年
極
め
て
厳
し
さ
を

増
す
中
、
事
件
を
受
け
、
本

市
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
か
。

 

６
月
５
日
に
、
合
志
市

緊
急
交
通
防
犯
対
策
関
係
者

会
議
を
行
な
っ
た
。
各
学
校

等
に
お
け
る
見
守
り
体
制
状

況
や
対
策
等
を
報
告
し
、
情

報
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

青
パ
ト
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
た
。

 
本
市
に
お
け
る
不
審
者
事

５
月
28
日
、
神
奈
川
県

川
崎
市
で
、
小
学
校
の
ス

川
崎
殺
傷
事
件
と

　
　本
市
の
不
審
者
事
案

青
山

　隆
幸  

議
員

答

　
人
口
１
，０
０
０
人
当
た

り
の
職
員
は
県
平
均
９
・
68

人
に
対
し
合
志
市
は
４
・
66

人
。
当
市
が
抱
え
る
事
務
量

に
対
し
職
員
数
は
適
正
か
。

　
職
員
１
人
の
業
務
処
理

量
が
経
験
年
数
等
に
よ
り
大

き
く
異
な
り
、
各
部
署
の
事

務
量
を
正
確
に
積
み
上
げ
る

こ
と
に
困
難
さ
が
あ
る
。
事

務
量
に
対
し
職
員
数
が
適
正

な
の
か
判
断
は
難
し
い
。

　
少
な
い
職
員
数
の
中
、

公
民
連
携
が
一
定
の
効
果
を

上
げ
て
い
る
と
思
う
が
市
の

分
析
は
。

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
指
定
管
理
者
制
度
、
ア

人
口
１
，０
０
０
人
当
た

り
の
職
員
は
県
平
均
９
・
68

財
政
状
況
資
料
集
を
活
用
し

行
政
運
営
を
効
率
的
に
！

澤
田

　雄
二 

議
員

答答

答

問問

　
こ
う
し
未
来
研
究
所
を

設
立
す
る
と
き
、
市
が
関
与

す
る
た
め
に
株
主
と
な
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、「
何

を
や
っ
て
い
る
会
社
か
分
か

ら
な
い
」「
市
の
役
に
立
っ

て
い
る
の
か
」
と
い
う
声
も

あ
る
。
収
益
は
上
が
っ
て
い

る
の
か
、
そ
れ
が
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
還
元
・
再
投
資

で
き
て
い
る
の
か
。

　
銀
行
・
企
業
・
大
学
等

が
出
資
し
て
い
る
が
、
５
月

の
株
主
総
会
で
は
４
期
連
続

で
黒
字
と
の
報
告
で
あ
る
。

　
赤
字
だ
っ
た
ら
大
変
だ
。

図
書
館
・
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
指
定
管
理
委
託
は
市

こ
う
し
未
来
研
究
所
を

設
立
す
る
と
き
、
市
が
関
与

こ
う
し
未
来
研
究
所
、

目
に
見
え
る
還
元
・
再
投
資
を

上
田

　欣
也 

議
員

問問 答

答

　
市
の
70
歳
以
上
の
方
は

３
月
末
で
１
万
４
４
５
人
、

う
ち
免
許
保
有
者
が
５
，５
６

７
人
で
、
約
53
・
２
％
で
あ

る
。
熊
本
県
警
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
年
の
自
主
返
納
者

は
過
去
最
高
の
５
，２
７
７
人

で
あ
る
。
免
許
返
納
者
に
は

運
転
経
歴
証
明
書
と
、
全
県

内
の
バ
ス
と
市
電
の
半
額
の

免
許
返
納
者
割
引
乗
車
証
が

も
ら
え
る
。
交
通
の
便
が
良

く
な
い
と
返
納
し
づ
ら
い
の

で
、
市
独
自
で
レ
タ
ー
バ
ス

や
巡
回
バ
ス
の
運
賃
を
半
額

に
し
て
は
い
か
が
か
。

　
公
共
交
通
協
議
会
の
議

論
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

市
の
70
歳
以
上
の
方
は

末
で

万

人 高
齢
者
運
転
免
許
証

　
　自
主
返
納
に
つ
い
て

来
海

　恵
子 

議
員

問答

　
須
屋
浄
化
セ
ン
タ
ー
跡

地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
回
４
月
の
選
挙
に
お
い
て

も
、
須
屋
地
区
の
多
く
の
方

が
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
。

４
年
前
の
一
般
質
問
で
は
、

具
体
的
に
は
、
跡
地
利
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
な
い
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
現
時

点
で
は
ど
う
か
。

　
耐
用
年
数
が
残
る
管
理

棟
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
資

材
の
倉
庫
と
し
て
活
用
し
、

そ
の
他
の
処
理
施
設
に
つ
い

て
は
解
体
を
行
な
い
、
更
地

に
し
た
後
、
災
害
時
等
の
車

中
泊
が
で
き
る
広
場
と
し
て

公
的
利
用
す
る
こ
と
で
、
国

須
屋
浄
化
セ
ン
タ
ー
跡

地
の

活

い
須
屋
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　利
活
用
に
つ
い
て

後
藤

　修
一 

議
員

問答

　
保
育
の
質
の
確
保
の
た

め
に
は
、
保
育
士
の
皆
さ
ん

の
処
遇
改
善
が
必
要
。
今
保

育
士
不
足
が
深
刻
だ
。
施
設

は
あ
っ
て
も
子
ど
も
た
ち
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
深
刻
な
事
態
が
広

が
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
保

育
士
確
保
に
向
け
て
各
園
に

対
し
て
、
ど
う
い
う
支
援
を

行
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
保
育
士
等
の
人
材
バ
ン

ク
を
設
置
し
、
保
育
士
と
保

育
園
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
な
っ
て
い
る
。
保
育
園
で

は
保
育
実
習
に
訪
れ
た
学
生

の
確
保
な
ど
、
各
園
で
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
な
っ

保
育
の
質
の
確
保
の
た

保
育
士
の
処
遇
改
善
策
を

合
志
市
で
も
！濱

元
幸
一
郎 

議
員

答

答

問

問 問

　
今
年
、
国
産
の
液
体
ミ

ル
ク
販
売
が
可
能
と
な
っ
た
。

常
温
で
も
保
存
で
き
、
お
湯

も
要
ら
な
い
の
で
、
外
出
時

の
授
乳
に
も
助
か
り
、
子
育

て
世
代
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
災
害
時
に
は
、
ス
ト
レ
ス

で
母
乳
も
出
に
く
く
な
り
、

電
気
や
水
も
止
ま
れ
ば
哺
乳

瓶
の
消
毒
も
で
き
な
く
な
る

の
で
、
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク

の
備
蓄
を
提
案
す
る
。

　
液
体
ミ
ル
ク
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
す
ぐ
に
飲
め
、

衛
生
的
で
あ
る
。
ま
た
お
湯

で
溶
か
し
た
り
、
容
器
を
煮

沸
し
た
り
す
る
行
程
も
要
ら

な
い
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

今
年
、
国
産
の
液
体
ミ

ル
ク
販
売
が
可
能
と
な
っ
た
。

災
害
時
の
備
蓄
計
画
に
つ

い
て

松
井
美
津
子 

議
員

問答

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
全
体

計
画
の
41
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
目

指
し
て
い
る
。
各
地
区
で
は

同
意
を
得
る
た
め
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
お
り
、
地
区

外
に
居
住
の
地
権
者
に
対
し

て
も
個
別
訪
問
等
を
実
施
し

て
い
る
。
現
在
同
意
者
１
７

９
人
、
同
意
率
93
％
の
状
況

で
あ
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
重
点
地
区
域
土
地
利
用
計

画
に
つ
い
て

・
西
合
志
第
一
小
学
校
の
樹

木
環
境
に
つ
い
て

・
外
灯
の
鉄
柱
と
燃
料
タ
ン

ク
に
つ
い
て

・
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て

問問

答

そ
の
他
質
問
事
項

・
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
合
志
市
の
関
わ
り

に
つ
い
て

・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
進
捗
に
つ
い
て
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